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　酒々井町下水道事業では平成 26年度から公営企業会計を導入しています。
　公営企業会計では民間企業のように複式簿記を使って記帳を行います。その記帳の内
容を取りまとめたものが「決算書」になります。
　決算書は、４月１日から翌年の３月 31日までの１年間の経営成績と財政状態につい
て、損益計算書、貸借対照表、キャッシュ・フロー計算書（財務三表と呼ばれます。）
などの決算書類で表しています。
　ただ、この書類は初めて見る人には少し難しい内容です。
　そのため、使用者の皆さんに決算書に書かれていることを分かりやすくお伝えし、酒々
井町の下水道事業がどのような状況なのかを少しでも知っていただけるよう決算書の概
要版を作成しました。

１　決算書とは？

目次

ぼくが決算書を分かりやすく説明するよ！

決算書を見てみたけど、見慣れない言葉が多くてよく分からな
かったよ〜。
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まずは損益計算書で、入ってきたお金（収入）を見てみよう！

２　経営成績はどうだったの？

収入（損益計算書） （税抜）

内容 金額（円） 割合（％）

下水道使用料 253,930,217 69%

他会計補助金 50,959,438 14%

長期前受金戻入 44,065,162 12%

その他 18,220,526 5%

合計 367,175,343 100%

下水道事業は、みんなが払う「下水道使用料」で経営しているんだよ！！

あれ！？　でも…収入には、「下水道使用料」のほかに「他会計補助金」
や「長期前受金戻入」ってあるね…これはなに？

よく気が付いたね！
下水道管には、みんなの家からの「汚水」と「雨水」が流れているんだ！！
「汚水」の費用は、使った人が支払うんだけど、まちを水害から守る「雨
水」のための費用は、酒々井町の「税金」で支払うというのがルールな
んだよ！！
雨水を排水するための施設の維持管理は下水道事業で行ってるから、
「酒々井町」から「下水道事業会計」に支払われるんだ。それが「他会
計補助金」だよ。
「長期前受金戻入」は難しいから、もう少しあとで説明するね。

下水道には２種類あって、それぞれ「使っている人からの使用料」と「み
んなからの税金」で賄っているんだね！

下水道使用料
他会計補助金

長期前受金戻入

その他
5％

69％
14％

12％
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次に、使ったお金（支出）の内容を見てみよう！

支出（損益計算書） （税抜）

内容 金額（円） 割合（％）

維持管理費 170,956,102 41%

支払利息等 9,466,714 2%

減価償却費 240,818,363 57%

合計 421,241,179 100%

「維持管理費」って具体的には何なの？

汚くなった水をきれいにする処理場（花見川終末処
理場）や、みんなの家から処理場へ汚水を送るポン
プ場の電気代や薬品費、汚泥の処分費などの費用や、
下水道の仕事をしている職員の給料とかが「維持管
理費」に含まれているよ！！

「支払利息等」って何？

下水道事業の施設を作るときに国の機関などから借
り入れたお金の利息や国や地方の消費税の支払いも
ここに含まれるよ。

もう一つの「減価償却費」って、さっぱりわからな
いけど…

「減価償却費」は、「長期前受金戻入」とセットで考えると分か
りやすいんだ。あとでまとめて説明するね！
まずは損益計算書から分かることを次のページで説明するね！

41％

2％

57％

維持管理費

支払利息等

減価償却費
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損益計算書の「収入」から「支出」を引いてみよう！

収入−支出＝純利益（純損失） △ 54,065,836

約 5,400 万円のマイナスだね
「収入」から「支出」を引いたものがプラスだと「純
利益」、マイナスだと「純損失」と呼ぶんだよ！黒字、
赤字って言うと分かりやすいかな？
損益計算書から分かるのは、下水道事業が黒字だった
か赤字だったかってことなんだ！

5,400 万円も赤字だと下水道事業の先々が心配だけど。

そうだね。実はこの他に損益計算書には載っていない
「支出」がまだあるんだ…！！

損益計算書には、その１年の間にかかった費用を載せるって決
まりがあるんだ！
たとえその年に支払った施設の建設費であっても、建設した施
設は、その年だけじゃなく施設がある限りずっと使えるよね。
だから、その１年の間にかかった費用とは言えないから損益計
算書の「支出」には載っていないんだ！
ちなみに、この損益計算書には載っていない支出のことを、「資
本的支出」って呼ぶよ！！

急に難しくなったね…。
とにかく、施設の建設はその年のことだけじゃないから損益
計算書には載っていないのね。

次のページで「資本的支出」について説明するね！！
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「資本的支出」（＝損益計算書には載っていない支出）を見てみよう！

資本的支出（損益計算書に載っていない支出）　　　　（税抜）

内容 金額（円） 割合（％）

建設改良費（※） 127,478,411 68%

借金の返済 59,261,446 32%

合計 186,739,857 100%

※前年度からの繰り越し工事に係る支出を引いておりますの
で決算書の数値と一致しません。

建設改良費が施設の建設費のことだよ。
施設の建設には約１億 3,000 万円もかかっているんだ！！
あとは、施設を建設する時に借りた借金を返すお金も損益計算書には載っ
ていないよ。

損益計算書に載っていない支出が２億円近くもあるのね…。
損益計算書で 5,400 万円もマイナスなうえにさらに２億円も支出があって
は全く収入が足りていないということなの…？

そこが心配なところなんだけど、施設の建設費が損益計算書に載っていない
ように、実は損益計算書に載っていない「収入」もあるんだよ。
施設の建設のために借りたりもらったりするお金なんだけど、これを「資本
的収入」って呼んでるんだ！
「資本的収入」について、次のページで説明するね！

建設改良費

借金の返済

68％

32％
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「資本的収入」（＝損益計算書には載っていない収入）を見てみよう！

資本的収入（損益計算書に載っていない収入）　　　　（税抜）
内容 金額（円） 割合（％）

借金の借入（企業債） 36,000,000 50%
負担金（※） 3,166,500 5%
補助金（※） 16,405,000 22%
その他 16,417,000 23%
合計 71,988,500 100%
※消費税の計算上生じる雑支出や、来年度の繰り越し工事に
係る収入を引いておりますので決算書の数値と一致しませ
ん。

借金の借り入れが大きいことが分かるね。
次に大きい補助金は、国からの補助金がほとんどなんだ。

国からの補助金ということは、ここでも税金が投入されているの？

その通り。補助金は税金だよ。
地震や浸水のような災害への対策はとってもお金が必要だから、
下水道使用料だけではなかなか進められないんだ。だから税金を
もらっているよ！

負担金についても教えて！

負担金には、新しく下水道を整備した地区に土地を持っている人
からもらっている「受益者負担金」や、雨水を排水する施設の建
設費に対する酒々井町からの負担金などが含まれているよ！
じゃあ最後に、損益計算書で純利益（純損失）を計算したように、
「資本的収入」から「資本的支出」を引いてみよう！

その他

借金の借入
（企業債）

負担金

補助金 50％

5％

22％

23％
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「資本的収入」から「資本的支出」を引いてみよう！

収入−支出（施設の建設） △ 114,751,357

１億円以上の赤字？
いったいどうやって施設の建設をしているの…？

この赤字分も損益計算書の収入で補わな
くちゃいけないんだ。

損益計算書の収入で補う…？いったいどうやって？
そもそも損益計算書は赤字となっていて充てる収入なんてな
いじゃない！！

なんだか言葉だけではなかなか理解できないなあ…。

そうだったね！
下水道使用料等の収入から維持管理費や減価償却費等の支出を引いた残りが純利
益でなく純損出で赤字だったね。このままでは、にっちもさっちもいかない計算
なんだけど…。
そこで問題なのが「減価償却費」と「長期前受金戻入」なんだ。
その年に支払った施設の建設費であっても、建設した施設は、その年だけじゃな
く施設がある限りずっと使えるから、損益計算書の支出には載せないんだったね。
その代わりに、建設費を施設が使える年数で割ることで、その１年の間にかかっ
た費用を計算するんだ。これが「減価償却費」だよ！！
「長期前受金戻入」は、「減価償却費」の収入版で、施設の建設の際にもらった負
担金や補助金を、その施設が使える年数で割って、その１年の間の収入を計算し
たものなんだ！

そうだね、言葉で説明するのがとっても難しいから、
次のページで図で説明するね！！
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減価償却費のイメージを見てみよう！

5 千万円

建設した年 1年後 2年後 3年後 4年後 50年後
建設費 減価償却費

50 年間使える下水道管を５千万円で建設した時の減価償却のイメージ

建設費５千万円を、下水道管を使える年数の 50
年で割った 100 万円が毎年の減価償却費になっ
ていることがわかるね！！長期前受金戻入も、「支
出」か「収入」だけの違いで考え方は同じだよ！！

う〜ん…。やっぱり難しいけど、なんとなく分
かったわ。
でもこれが、「資本的収入−資本的支出」の赤
字とどんな関係があるの？

また少し難しい話になってしまうけど、「減価償却費」は
その年にお金が使われていない費用なんだ。
上の図で言うと、建設した年に５千万円は支払い済みだか
ら、１年後以降の 100 万円はお金が出て行ってないんだ。
だから、損益計算書の損益を考えた時には、下水道使用料
等の収入から減価償却費を引いたけど、実際には、その分
のお金が手元に残っているんだよ。

「減価償却費」は、むかし支払った「建設費」のうちの今
年度分を計上してるだけだから、実際には現金の支払いは
無いんだね！！
だからこのお金は、「資本的収入−資本的支出」の赤字を
埋めるのに使えるってことかな？

その通り！！
逆に「長期前受金戻入」は、むかし貰った「補助金」のう
ちの今年度分を計上しているだけだから、お金の動きを考
えるときには引かなきゃいけないんだ！！
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まとめ

ここまでの話をまとめよう！！
「資本的収入−資本的支出」の赤字額は約１億 1500 万円。
損益計算書上の純損失（赤字額）は約 5400 万円。
損益計算書で支出としたけど使えるお金（減価償却費分）は約２億 4000 万円。
損益計算書で収入としたけど使えないお金（長期前受金戻入分）は約 4400 万円。
全て足し引きすると下の計算式のようになるよ！！

資本的収入−資本的支出 − 114,751,357 円
損益計算書上の純損失（赤字額） ＋ （− 54,065,836）円

減価償却費 ＋ 240,818,363 円
長期前受金戻入分 − 44,065,162 円

27,936,008 円

今年は約 2,800 万円のプラスってこと？

そうだね。今年は 2,800 万円ほど使えるお金が増えたんだ。
このお金は「留保資金」と呼ばれているよ。
「留保資金」は今後の建設費や、赤字が出たときの補填に使
えるお金になるんだよ！

そうなんだ！
損益計算書で赤字だから黒字だからというわけじゃなくて、資本的収入と
資本的支出の結果も見ないといけないんだね！！
ところで「留保資金」って今どれくらいあるのかな？
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３　留保資金の推移を見てみよう！

平成 26年から企業会計制度を導入したから、それ以降しか分からな
いんだけど、企業会計を導入する前は、現金の出入りだけを見て、足
らない分は一般会計から（税金）補填されていたんだ。

今は 9億円ぐらい「留保資金」があるんだね！
これが多いのか少ないのか、イメージつかないな〜。

「留保資金」は今後の建設費や赤字が出た時の補填に使えるお
金ってさっき言ったけど、まさに下水道事業はこれからたくさ
んの建設費が必要な状況なんだ！
下水道事業が置かれている状況を見てみよう！
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４　下水道事業が置かれている状況を見てみよう！

酒々井町の下水道事業は、昭和から平成にかけて急速に普及しているんだ。今は
町内の 93％以上の人に使ってもらってるよ！そして今では、約 100kmもの下
水道管や 19箇所のポンプ施設（うち３箇所は中継ポンプ）があるんだ。
施設は作って終わりじゃなくて、古いまま放置していると下水道管が潰れて道路
が陥没してしまうような事故につながってしまうから改築や更新が必要なんだ。
一気に作った施設が、今後一気に古くなっちゃうからこれからたくさんのお金が
必要になるんだ。それに将来人口も減っていくと言われているよね。使う人が減っ
てしまうと、それだけ下水道使用料の収入も減っちゃうんだ。

これから、どんどん施設の更新が必要になるんだね！

だから、長期的な視点に立って将来を見据える必要がある
んだ！
下水道事業はみんなの生活になくてはならない重要なもの
だから、ずっと続けていくために、酒々井町下水道事業経
営戦略を令和３年度に策定したよ！
これから長期的な視点に立った効率的な改築更新を実行し
ていくために酒々井町公共下水道ストックマネジメント計
画を策定している最中なんだ。
そして将来の留保資金残高がどうなるかを見て、手遅れに
なる前に手が打てるようにしていくよ！！

施設が古くなったのに、お金がないからって新しくできないと困っちゃうんだね。
そのためにお金がたくさん必要になるのね。
ずっと下水道事業が続けられるようにみんなで考えていかなきゃね！
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５　財務三表を読み解こう！
【
図
解
】
損
益
計
算
書
（
決
算
書
P1
6）

損
益
計
算
書
は
、
あ
る
一
定
期
間
に
お
け
る
企
業
の
経
営
成
績
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
そ
の
期
間
中
に
得
た
す
べ
て
の
収
益
、
こ
れ
に
対
応
す
る

す
べ
て
の
費
用
、
最
終
的
な
損
益
を
記
載
す
る
報
告
書
で
す
。

★
損
益
計
算
書
か
ら
分
か
る
こ
と

損
益
計
算
書
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
経
営
活
動
に
よ
っ
て
、
ど
れ
だ
け
の

経
営
成
績
を
上
げ
た
か
を
知
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
過
去
の
経
営
を
分
析

し
、
ま
た
、
将
来
の
方
針
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
注
目
ポ
イ
ン
ト

①
営
業
損
失

本
業
に
よ
る
損
益
が
分
か
る
！

下
水
道
事
業
の
本
業
は
、
汚
水
を
き
れ
い
に

す
る
こ
と
と
雨
水
を
排
水
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
の
費
用
や
、
み
な
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
下
水
道
使
用
料
や
、
雨
水
を
排
水
す

る
た
め
の
費
用
に
対
す
る
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
等
の
主
た
る
営
業
活
動
の
結
果
を
示

し
て
い
ま
す
。

②
経
営
利
益

経
営
活
動
か
ら
生
じ
た
損
益
が
分
か
る
！

本
業
に
関
す
る
損
益
に
加
え
て
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
に
よ
る
収
入
の
う
ち
営
業
外

収
益
と
し
た
も
の
や
、
借
入
金
利
息
の
支
払

い
等
の
資
金
調
達
等
に
関
す
る
損
益
の
結
果

を
示
し
て
い
ま
す
。

③
当
年
度
純
利
益

最
終
的
な
損
益
が
分
か
る
！

１
年
間
の
す
べ
て
の
損
益
の
結
果
を
示
し
て

い
ま
す
。

３
つ
の
方
法
で
損
益
を
把
握
し
ま
す

損
益
 ＝
 収
益
 －
 費
用

プ
ラ
ス
な
ら
利
益
が
出
て
い
る
！

マ
イ
ナ
ス
な
ら
損
失
が
出
て
い
る
…

（
サ
）＝
（
キ
）－
（
コ
）

（
カ
）＝
（
エ
）－
（
オ
）

（
キ
）＝
（
ウ
）－
（
カ
）

（
コ
）＝
（
ク
）－
（
ケ
）

（
ウ
）＝
（
ア
）－
（
イ
）

（
イ
）

（
ア
）

（
エ
）

（
オ
）

（
ケ
）
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【
図
解
】
貸
借
対
照
表
（
決
算
書
P1
8～
19
）

　
貸
借
対
照
表
は
、
年
度
末
時
点
に
企
業
が
所
有
し
て
い
る

す
べ
て
の
資
産
、負
債
及
び
資
本
を
表
示
す
る
報
告
書
で
す
。

★
貸
借
対
照
表
か
ら
分
か
る
こ
と

　
表
の
左
側
【
資
産
の
部
】
か
ら
は
、
企
業
が
事
業
を
行
う
た

め
に
所
有
し
て
い
る
資
産
の
残
高
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
表
の
右
側
【
負
債
の
部
】
及
び
【
資
本
の
部
】
か
ら
は
、

資
産
を
取
得
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
資
金
を
集
め
た
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
注
意
ポ
イ
ン
ト

①
流
動
比
率（
％
）＝
流
動
資
産
÷
流
動
負
債
×
10
0＝
58
5.
6％
（
36
5.
0％
）

す
ぐ
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
金
（
流
動
負
債
）
を
、
す
ぐ
に
支
払

え
る
か
（
現
金
等
の
流
動
資
産
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
）
を
表
し
ま
す
。

20
0％
以
上
が
理
想
的
で
、
指
標
が
高
い
ほ
ど
経
営
が
安
定
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
。

②
有
形
固
定
資
産
減
価
償
却
率
（
％
）＝
有
形
固
定
資
産
減
価
償
却
累
計
額

÷
有
形
固
定
資
産
の
う
ち
償
却
対
象
資
産
×
10
0＝
28
.8
％
（
26
.0
％
）

有
形
固
定
資
産
の
減
価
償
却
が
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
（
そ
の
資
産
を
ど

れ
く
ら
い
の
期
間

使
っ
て
い
る
か
）
を
表
し
ま
す
。

指
標
が
高
い
ほ
ど
資
産
の
老
朽
化
度
合
い
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

こ
う
い
う
指
標
を
昨
年
度
の
指
標
や

他
の
団
体
と
比
べ
る
こ
と
で
、
現
在

の
経
営
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
ん
だ
ね
！

負
債
は
、
企
業
債
（
借
金
）

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
他

者
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
支
払
義
務
が
あ
る
）
お

金
で
す
。

資
本
は
、
資
本
金
や
事
業
で

獲
得
し
て
き
た
利
益
等
、
返

す
必
要
の
な
い
お
金
で
す
。

繰
延
収
益
は
、
資
産
の
取
得

（
下
水
道
管
渠
の
建
設
等
）

の
際
に
も
ら
っ
た
補
助
金

等
、
返
す
必
要
の
な
い
お
金

で
す
。

　
資
産
は
、性
質
に
よ
っ
て
「
固
定
資
産
」
と
「
流
動
資
産
」

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
区
分
の
仕
方
は
、
１
年
間
の
う
ち
に
現
金
化
で
き
る
も

の
を
「
流
動
資
産
」、
で
き
な
い
も
の
を
「
固
定
資
産
」
と

し
て
い
ま
す
。

『
お
金
の
使
い
道
』
！
！

集
め
た
お
金
が
、「
ど
の
よ
う
な
状
態
」
で

「
ど
れ
だ
け
」
あ
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

『
お
金
の
集
め
方
』
！
！

企
業
が
資
産
を
獲
得
す
る
た
め
の
お
金
を
、

「
ど
う
や
っ
て
」集
め
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

（
前
年
度
）

＜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

＜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

＜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞
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【
図
解
】
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
（
決
算
書
P2
2）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
は
、
対
象
年
度
中
の
現
金
の

増
減
と
そ
の
理
由
を
表
す
報
告
書
で
す
。

★
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
か
ら
分
か
る
こ
と

損
益
計
算
書
、貸
借
対
照
表
か
ら
は
読
み
取
り
に
く
い
、「
１

年
間
の
現
金
の
流
れ
」
を
そ
の
理
由
と
合
わ
せ
て
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

★
注
目
ポ
イ
ン
ト

①
現
金
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
た
か
？

　
ま
ず
は
現
金
が
増
え
て
い
る
か
、
減
っ
て
い
る
か
を
確
認

し
ま
す
。

そ
の
後
で
各
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
見
る
と
、
な
ぜ
そ
う

な
っ
た
の
か
？
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②「
業
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ・
フ
ロ
ー
」は
プ
ラ
ス
か
？

　
下
水
道
事
業
を
続
け
る
た
め
に
は
、
本
来
の
営
業
活
動
で

得
た
お
金
（
下
水
道
使
用
料
）
で
、
汚
水
を
き
れ
い
に
す
る

た
め
の
負
担
金
や
汚
水
を
流
す
た
め
の
下
水
道
管
の
維
持
管

理
・
更
新
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
、「
業
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」
は
必
ず

プ
ラ
ス
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③「
投
資
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」
は
ど
れ
く
ら

い
マ
イ
ナ
ス
か
？

　
現
在
、
多
く
の
下
水
道
施
設
が
更
新
期
を
迎
え
て
お
り
、

多
額
の
更
新
費
用
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
施
設
の
更
新
を

す
れ
ば
「
投
資
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」
は
必

ず
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す
が
、そ
の
規
模
は
ど
れ
く
ら
い
か
？

が
重
要
で
す
。

④「
財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」
は
プ
ラ
ス
か

マ
イ
ナ
ス
か
？

　
下
水
道
事
業
で
は
、
下
水
道
使
用
料
で
稼
い
だ
資
金
に
加

え
て
、
お
金
を
借
り
る
こ
と
で
下
水
道
施
設
の
更
新
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」
は
、

借
入
と
返
済
に
よ
る
資
金
の
増
減
を
表
し
て
お
り
、
借
り
た

金
額
よ
り
も
返
す
金
額
が
多
け
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
に
、
借
り
た

金
額
が
返
す
金
額
よ
り
も
多
け
れ
ば
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ・
フ
ロ
ー
計
算
書
か
ら
は
、

本
来
の
営
業
活
動
で
●
円
の
お
金
を
得
て
、
施
設

の
更
新
等
で
●
円
、
借
入
金
の
返
済
に
●
円
使
っ
た

か
ら
、
結
果
と
し
て
お
金
が
●
円
増
え
た
こ
と
が
分

か
る
ん
だ
ね！

「
営
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」
は
、
下
水

道
事
業
本
来
の
営
業
活
動
で

資
金
を
稼
げ
て
い
る
か
？
を

表
し
て
い
ま
す
。

「
財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」
は
、
借
入

と
返
済
の
ど
ち
ら
を
多
く
し

た
か
？
を
表
し
て
い
ま
す
。

「
投
資
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」
は
、
下
水

道
施
設
の
更
新
等
、
設
備
投

資
に
ど
れ
だ
け
資
金
を
使
っ

た
か
？
を
表
し
て
い
ま
す
。
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